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秋田市国際交流情報誌

８月１日（木）～８月２日（金）

　日中政府間合意により2019年が「日中青少年交流推進年」となったこと
を受け、秋田市のスペースプロジェクト・ドリームフィールドにおいて、両市中
学生（蘭州市第１０１中学校、秋田市立泉中学校、秋田市立秋田西中学校、
ブラウブリッツ秋田ジュニアユースチーム）によるサッカーを通じた青少年
交流を実施しました。
　猛暑の中２日間にわたり、交流試合を通じて両市の中学生チームは
熱戦を繰り広げ、最終日にはブラウブリッツ秋田のトップチームのサッ
カー教室を体験。両市の選手は試合後に握手を交わし健闘を称え合い
ました。
　２日間に渡って行われたサッカー交流以外にも、太平山自然学習セ
ンター・まんたらめでの合宿交流や、竿燈まつりの観覧・体験など、市
民との交流を深め、７月３１日から８月５日までの６日間の本市滞在を
終えました。

｢秋田市－蘭州市青少年サッカー交流｣を
実施しました。

交流試合での激しい攻防!

試合後には、両市の選手が仲良く握手を交わす

ブラウブリッツ秋田のプロ選手によるサッカー教室を終えて記念撮影

サッカー教室では、プロ選手の技術とスピードに感動する選手たち まんたらめでの交流会



　蘭州市との現友好交流合意書（2017年度から2019年度）の満了に伴い、提携40周年記
念事業を含む2020年度から2022年度までの交流内容を協議し、友好交流合意書の締結を
行いました。
　また、蘭州市医療研修生の所属病院の一つである｢蘭州市第二人民病院｣を視察し、院長
および元研修生の医師等から研修への感謝の言葉が述べられました。

　蘭州市チームは、スピードも違って、フィジ
カルも強かったです。チームとしては、その部
分をどう埋めるか考えて試合ができてよかっ
たです。これからは、海外の選手にも負けな
いように、練習を頑張っていきたいです。

ブラウブリッツ秋田ジュニアユースチーム
キャプテン　畠山 相良さん

　２日間、秋田市のチームと試合ができた
ことは本当に嬉しい経験でした。ブラウブ
リッツ秋田のプロ選手によるサッカー教室
も楽しく、よい勉強になりました。今回、秋
田市でのサッカー交流ができたことに感謝
します。

蘭州市第101中学校
キャプテン　蒋 科峰さん

サッカー交流事
業に参加

した皆さんのコ
メント

５月１４日（火）～５月１８日（土）

穂積市長が中国・蘭州市を訪問しました。

新友好交流合意書（2020～2022年度）の締結 蘭州市第二人民病院視察

市役所表敬の様子

なまはげ太鼓で歓迎!

竿燈まつりに大興奮!

蘭州市研修員４名が秋田市で研修中です。
　今年も、医師２名、教員２名が、８月１５日から２ヶ月の日程で、秋田市で研修をしています。

医師：楊 言春(Yang Yanchun)さん、楊 茜(Yang Qian)さん（研修先：市立秋田総合病院）

教員：展 倩茹(Zhan Qianru)さん、李 迎祺(Li Yingqi)さん
(研修先：秋田市教育委員会(御所野学院中学校・高等学校、秋田公立美術大学附属高等学院）
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　2018年に秋田市で開催した「秋田市－ウラジオストク市青少年クラシックバレエ公演」での交流をきっかけ
に、2019年8月20日から25日の日程で、秋田市でクラシックバレエを学ぶ青少年およびバレエ講師等１３名を
ウラジオストク市へ派遣し、現地でバレエを学ぶ青少年との合同練習や合同演目の披露、ホームステイなどを
通じた交流事業を実施しました。（日露青年交流センターとの共催事業）
　現地では、ウラジオストク市でバレエを学ぶ青少年との合同演目披露のための２日間に渡る合同練習、2夜
連続の「フレンドシップカップ2019」出演など、バレエ漬けの滞在スケジュールでした。また、2泊のホームステイ
では、ホストファミリーと一緒にロシア料理をつくったり、市内を散策したり、ロシア人の生活を肌で感じる貴重な
経験となりました。
　今回の訪問では、現地の生徒との合同演目披露という共通の目的をもった練習ができたことで、単なる学校
訪問では味わうことのできない実りのある交流となり、将来の交流継続にもつながる有意義な訪問となりました。

｢秋田市－ウラジオストク市
青少年クラシックバレエ交流事業｣を実施しました。

８月２０日（火）～ ８月２５日（日）

フレンドシップカップ2019本番での合同演目披露

マリインスキー沿海州劇場の
セルゲイ・ゾロタレフ氏による指導

ウラジオストク市のみなさんが
空港でお出迎え

ドゥビーニン記念英才教育寄宿学校の
生徒たちとの合同練習

共演したドゥビーニンの生徒たちと一緒に

フレンドシップカップ
2019オープニング

演技終了後、
カップとメダルと
共に記念撮影

　昨年に引き続きプロジェクトリーダーを務めさせていただ
き、大変貴重な経験をさせていただきました。昨年も交流し
たドゥビーニンでの合同練習と作品練習では、ロシアスタイル
ではないイギリスのスタイルで指導させていただき、バレエの
指導法により違いが見え、指導者としても大変興味深い時間
となりました。

プロジェクトリーダー
片谷 沙和子さん（エンジェルロイヤルバレエスタジオ バレエ講師）
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お問い
合わせ

　１１月１６日（土）秋田拠点センターアルヴェ（きらめき広場）で、今年も開催
します！会場では、今回紹介したサッカー交流やバレエ交流の様子も展示しま
す！そのほか、姉妹都市紹介ブースや、外国人住民による各国紹介ブース、
世界の飲食ブース、ステージイベントなどを予定しています。詳しくは広報あ
きた、ホームページでお知らせします。

お問い
合わせ

秋田市 企画調整課 国際・都市間交流担当　TEL 018-888-5464／FAX 018-888-5463
E-mail：ro-plmn@city.akita.lg.jp
https://www.city.akita.lg.jp/shisei/kokusaikoryu/index.html

国際フェスタ2018の様子

｢秋田市国際フェスタ2019｣を
開催します!

ホームステイ先の子どもたちとの対面

Children’s Art School No.6
バレエスタジオを訪問

ウラジオストク市内を散策

　ウラジオストクはディ
ズニーのようなかわいい
街並みで、日本とは全然
違ってエキゾチックな雰
囲気がとても私好みでし
た。バレエの本場でレッ
スンを受けたり、ジェス

チャーなどでコミュニケーションをとった
り、とても貴重な時間を過ごすことがで
きました。

エンジェルロイヤルバレエスタジオ所属
加藤 愛梨さん（高校１年生）

　ホストファミリーの可
愛い子どもたちと一緒に
過ごすことができ、幸せ
な時間を過ごせました。
おいしい料理などたくさ
んのおもてなしを受け、
いい思い出になりまし

た。協力してくださったたくさんの方々へ
感謝の気持ちを忘れずに、この経験を活
かしていきます。

エンジェルロイヤルバレエスタジオ所属
三浦 蒼さん（中学１年生）

　今回の訪問では、「踊
る」という経験だけでは
なく、仲間との絆、ロシア
という国の魅力、人の優
しさ、日本とは違う景色
などたくさんのことを学
ぶことができました。今

回学んだことを、これからのレッスン、生
活そして社会に役立てていく役目が私た
ちにはあるのだと思いました。

渡部立子バレエ学園所属
工藤 はるのさん（中学２年生）

　今回、ホームステイを
したことは、私にとって
一生忘れられない思い出
になりました。バレエで
は新しい見方ができるよ
うになったし、ホームス
テイでは積極的にコミュ

ニケーションをとることができ、今回の貴
重な経験をこれからの人生に活かしてい
きたいと思います。

平沢有子クラシックバレエスタジオ所属
鈴木 佳歩さん（中学３年生）

　ペアになったダリア
ちゃんとは、ロシア語と
英語で話しているうちに
親しくなり、「アーニャ」
「ダーシャ」と呼び合う
くらい仲良しになりまし
た。今回の経験は私の人

生の宝物になりました。学んだことを大切
に、これからの学校生活やレッスンに活か
していきたいです。

平沢有子クラシックバレエスタジオ所属
黒木 杏奈さん（中学１年生）

　マリインスキーのダン
サーたちに教えてもらう
ことができて、今までに
ないくらい幸せでした！
私もいつかロシアのみん
なのようにバレエが上手
くなれるよう、日々の練

習を怠らずに先輩たちに追いつけるよう
に頑張りたいです！

エンジェルロイヤルバレエスタジオ所属
武田 彩音さん（中学１年生）

　ドゥビーニンの生徒た
ちもみんな私達のことを
覚えてくれていて、再会
できたことにかなり興奮
しました。振付でも、ロ
シア側の生徒たちと協力
して、楽しく踊ることが

できました。今回の交流で学んだことをこ
れからの生活や舞台に活かしていきたい
です。

エンジェルロイヤルバレエスタジオ所属
山木 さくらさん（中学１年生）

　ホームステイ先では、
たくさん会話をして、お
互いのことを知り、絆を
深められたと思います。
これからもいろいろな
経験ができる機会があ
れば、迷わず積極的に

参加し、これからもバレエや自分の人生
にプラスになるように挑戦し続けたいと
思います。

渡部立子バレエ学園所属
古谷 さららさん（中学３年生）

　ロシアの皆さんはスタ
イルが 良く、脚 の 使い
方、表現力なども優れて
いて、いつも見ている世
界に甘んじることなく、
これからのレッスンへの
取り組み方を見直そうと

思いました。今回の経験を糧にし、学んだ
ことを存分に発揮できるように頑張りた
いです。

平沢有子クラシックバレエスタジオ所属
藤原 花さん（高校１年生）

バレエ交流事業に参加した皆さんのコメント


